










116 	 機械系と電源系を連携した車両電源シミュレーション技術

※4	 減速時フューエルカット
燃料消費量を抑えるため、エンジンが一定の回転数以上で
アクセルが踏まれていない場合、燃料噴射をカットする 
機能。

※5	 EGR
Exhaust Gas Recirculationの略。エンジンで燃焼後の排
気ガスの一部を吸気側に戻す技術。主に排ガス中の規制物
質の低減や、低・中負荷時の燃費低減のために用いられる。

※6	 発電制御
バッテリの残電力を監視し、残電力が少なくなった時に発
電を行う制御。従来、バッテリの残電力に関係なく常に発
電していたのに比べて、エンジンにかかる負荷が減るた
め、燃料消費量を低減することができる。
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